
日時　：　平成１９年２月４日（日）７：４５～９：４０

会場　：　福岡県北九州市　小倉ステーションホテル

出席者（五十音順）

川手一則（広島県・基町），坂井田米治（京都府・向陽），高畑秀規（香川県・香川西部養護）
佃　安弘（愛媛県・松山聖陵），林　泰弘（愛知県・桜丘），福田俊彦（埼玉県・杉戸農）

進行：高畑委員長　　記録：林委員　　議事録署名：川手・坂井田・佃・福田　各委員

１．報告事項

　（１）本年度主要事業について

　①各地域部会ブロック大会競技運営
　　 　特に大きな問題の報告なし

　②大阪インターハイ競技運営
　　　エントリーおよびリザルト発表において、情報機器を有効活用することができた

　③番組編成会議
　　ア）　Ｈ１８　７月　　大阪インターハイ　　委員会より高畑委員長・坂井田委員参加
　　イ）　Ｈ１９　２月　　全国選抜大会（北九州市）　　全委員参加

※今大会より、事前データ送付による番組案分担作成　→　会議で最終調整
　　トラック・レース初の室内競技場開催に伴い、現地視察を実施。各担当部署の確認。

　④日本学生自転車競技連盟との役員・審判員交流、連携
　　ア）　Ｈ１８　８月　インターカレッジ（静岡県・修善寺）　　→　高体連より来賓参加・審判員派遣

鈴木部長・高畑委員長
　　イ）　Ｈ１８　９月　日韓対抗大会（静岡県・修善寺）　　　→　高体連より役員・審判員派遣

鈴木部長・山口理事長・早川総務委員長・寺崎常任理事・川上事務局長・帯金総務委員
伊藤強化委員・高畑委員長

　　ウ）　Ｈ１９　３月　全国選抜大会（福岡県・北九州市）　→　学連より審判員派遣（３名予定）

　⑤強化委員会担当事業への応援
　　　　　Ｈ１８　１０月　　全国ジュニア合宿　　→　高畑委員長　　※総務より早川委員長

　⑥競技会場地視察・打ち合わせ
　　ア）　Ｈ１８　４月　選抜大会視察（北九州市）　　高畑委員長
　　イ）　Ｈ１８　６月　選抜大会打ち合わせ（北九州市）　　高畑委員長
　　ウ）　Ｈ１８　９月　選抜大会打ち合わせ（北九州市）　　山口理事長・早川総務委員長・高畑委員長
　　エ）　Ｈ１８　１１月　埼玉インターハイロードコース視察（埼玉県・秩父市）　　山口理事長・高畑委員長
　　オ）　Ｈ１８　１２月　選抜大会実行委員会（北九州市）　　山口理事長・高畑委員長
　　カ）　Ｈ１９　１月　選抜大会打ち合わせ（北九州市）　　高畑委員長
　　キ）　Ｈ１９　２月（予定）　選抜大会打ち合わせ（北九州市）　　高畑委員長

　⑦高等学校保健体育教科書副読本（出版社　大修館書店）
　　ア）アクティブスポーツ
　　イ）イラストで見る最新スポーツルール　　の２種類
　　２００７年度分より、写真部分を更新　　（広島インターハイロード→大阪インターハイロード）

　　※書店で販売している『最新スポーツルール百科2006』にも掲載。（1,680円）
　　　印税収入は年間約２万円。専門部の収入として計上。
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　⑧専門部組織改革案および規約改正案作成の経緯および進捗状況
　　ア）現行９ブロックの６ブロックへの再編案
　　イ）理事長制度をはじめとする執行部構造改革案
　　ウ）執行部である常任理事の事業参画案
　　エ）理事長選挙・専門委員推薦手順規程の整理
　　オ）その他

２．提案事項

　（１）全国総体・選抜大会に関する事前情報連絡方式の変更
　＜原案＞原則として専門部ホームページを利用して随時連絡する
　＜理由＞連絡にかかわる事務処理の軽減・急な変更への迅速な対応のため

承認　→　常任理事会に報告事項として提出
※ 今回の選抜大会より導入、実施する。

　（２）大会確認事項廃止について
　＜原案＞指針・特別規則の2段階で対応し，競技規則の解説を作成する
　＜理由＞競技規則→確認事項→特別規則→コミュニケ　といった従来の流れをシンプルにする

※ 最新情報は随時更新する。

　①都道府県大会・各ブロック大会運営の指針
　　３月の競技規則の改定に対応して，４月の常任理事会にて発表
　　　→各大会毎に，指針をベースに対応する（強制ではない）

　②全国総体および選抜大会特別規則
　　大会の１ヶ月前～２週間前をめどに，ホームページ上で提示
　　事前の質問は電子メールで対応
　　変更があった場合はその都度ホームページで連絡
　　監督会議で最終確認

　③顧問・選手向けに「競技規則解説｣的なものをホームページにて公開する

　　図や写真を利用し，項目別・時系列別に分類して説明　　→＜資料１＞

承認　→　常任理事会に審議事項として提出

　（３）組織改革案承認後の委員会組織構成プランについて
　＜原案＞各ブロックより１名ずつ推薦　合計６名がベース　必要により人員追加可能

１． 委員長 統括　後催会場地視察
２． 副委員長 委員長補佐　学連・実業団交流
３． Ｈ１９全国総体（佐賀)担当 会場地連携　役員編成
４． Ｈ２０全国総体(埼玉)担当 会場地連携　役員編成
５． Ｈ１９選抜大会(未定)担当 会場地連携　役員編成
６． 庶務　兼　強化担当 庶務一般　強化委員会関連業務
＊ 強化との協力体制（地元開催の合宿開催の運営の手伝い）をとる。

承認　→　次年度に申し送り、新委員会にて再審議。

　（４）専門部顧問以外の人材の登用・協力の方向性
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　＜原案＞
　ライセンス・経験・人脈などを考慮して、専門部顧問以外（ＯＢ含む)の方で、専門部の趣旨に賛同
　いただける方をお迎えする。

承認　→　次年度に申し送り、新委員会にて再審議。
＊ さらにスタッフ制度の導入（各方面から）を考える。

以上　（　文責　高畑　）
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